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松本俊夫は東京大学文学部美学美術史科を卒業後、新理研映画に入社
し、実験工房のメンバーと共に PR映画『銀輪』（1955）を演出する。
その後、記録映画作家協会とその機関誌『記録映画』において、社会主
義リアリズムを乗り越えた前衛記録映画の理論を展開し、『西陣』（1961）
や『石の詩』（1963）などの記録映画を発表してゆくが、やがて作家協
会内部の対立を経て、新たな運動の場として映像芸術の会を立ち上げ
る。本巻では『記録映画』や『映画批評』等の雑誌に掲載された、こ
の時期の松本の著作を収録し、『映像の発見』（1963）と『表現の世界』
（1967）に再録された論文の初出に加え、「作家の主体ということ」な
ど、単行本未収録の論文・記事を多数収録している。本巻によって芸術
と政治の狭間にあった松本が、アヴァンギャルドとドキュメンタリーの
統一をいかに模索していったのか、その過程が明らかになるだろう。

映像芸術の会の運動が終わりに向かう一方で、草月アートセンターによ
ってアンダーグラウンド映画を始めとした新しい芸術の動きが紹介さ
れ、映画の変革は最高潮に達しようとしていた。松本はこの動向を集約
すべく『季刊フィルム』の創刊に参加するほか、『つぶれかかった右眼
のために』（1968）や、初の劇映画となる『薔薇の葬列』（1969）、万博
せんい館の『スペース・プロジェクション・アコ』（1970）といった作
品に、越境的に取り組んでゆく。本巻では『季刊フィルム』等の雑誌に
掲載された、この時期の松本の著作を収録し、第二著作集『表現の世
界』（1967）と第三著作集『映画の変革』に再録された論文の初出に加
え、「ジャパンコープ総会への提言」など、映画運動に関わる単行本未
収録の論文・記事を多数収録している。本巻は、1960年代後半の領域
横断的な芸術の展開を、松本の言説を軸に明らかにするものである。

1970年代に入って松本は創作活動に集中し、劇映画『修羅』（1971）を
始めとして、『メタスタシス＝新陳代謝』（1971）、『アートマン』（1975）、
『ファントム＝幻妄』（1975）といった実験映画・ビデオアートの傑作
を次々と発表する。そして、『季刊フィルム』の後継誌である雑誌『芸
術倶楽部』の創刊にも参加し、芸術運動を創作と理論の両面から支えて
ゆく。本巻では『芸術倶楽部』や『SD』等の雑誌に掲載された、この
時期の松本の著作を収録し、第三著作集『映画の変革』（1972）と第四
著作集『幻視の美学』（1976）に再録された論文の初出に加え、第二次
『映画批評』での連載「戦後の映画雑誌」を始めとする単行本未収録の
論文・記事を多数収録している。本巻は、記号学の導入によって、映画
を批評する言葉が大きく変貌してゆく動きの中で、松本の思考と実践が
深められて行く過程を明らかにするものである。
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1980年代以降の松本は、九州芸術工科大学や京都造形芸術大学で教鞭
をとりながら、教育を通して芸術運動を支えてゆく。その一方で、これ
までの思考を記号論的な方向へ向かわせた実験映画・ビデオアートを発
表し続け、その思考は意味の迷宮のなかを彷徨う劇映画『ドグラ・マ
グラ』（1988）に結実する。そして、それは最新作である『蟷螂の斧』
（2012）に至るまで持続している。本巻では『月刊イメージフォーラム』
や『映像学』を始めとする雑誌に掲載された、現在に至るまでの松本の
著作を収録し、第五著作集『映像の探求』（1991）と第六著作集『逸脱
の映像』（2013）に再録された論文の初出に加え、海外映画祭カタログ
に掲載された「日本実験映画の黎明期」を始めとした単行本未収録の論
文・記事を多数収録している。本巻は、複眼的な思考の果てに、松本の
思考がどのような地点にたどり着いたのかを明らかにするものである。
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